
後期高齢者医療制度創設に当たっての決議 
 
 本年６月、国会において成立した医療制度改革関連法により、現在の老

人保健制度が廃止された。 
 代わって、新たな後期高齢者医療制度が、沖縄県内すべての市町村が参

加する「広域連合」を運営主体に２００８年４月から施行される。 
 新たな後期高齢者医療制度は、「その心身の特性や生活実態等を踏まえ

る」という法成立の趣旨を踏まえ、後期高齢者の健康と生命を守りうるも

のでなければならない。 
 北谷町議会は、北谷町が後期高齢者医療広域連合に参加する一員として、

制度創設に当たり、下記の諸点について留意し、検討をすすめることを求

める。 
 

記 
１ 保険料決定に当たっては、高齢者の所得、生活の状態を踏まえ、支払

が可能な金額とすること。 
２ 支払が困難な層に対しては、納付相談など、懇切丁寧な相談体制を構

築すること。 
３ 滞納者に対する機械的な資格証明書の発行は行わないこと。 
４ 後期高齢者の診療報酬設定に当たっては、保険給付範囲の限定、在宅

療養や終末期医療のむやみな包括定額化など、高齢者に対する年齢差

別的な取扱いが持ち込まれないよう、国に対して強く要請すること。 
 
以上、決議する。 
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